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2024年 4月 19 日 
報道関係者各位 

                                                    アットホーム株式会社 

 トレンド調査    

＜α世代ファミリーのライフスタイルに関する調査＞ 

α世代の子どもが YouTubeを見始めたのは、平均 3.9歳 

子ども専用のスマートフォン・タブレット端末を持っている 45.1％ 

不動産情報サービスのアットホーム株式会社（本社：東京都大田区 代表取締役社長：鶴森 康史 以下、アット

ホーム）は、12歳以下の子どもを持ち、第一子が生まれてから購入物件（マンション・一戸建て）に引っ越したα世代

ファミリーを対象に、α世代ファミリーの価値観や住まいに対する考え方、不動産会社に求めることを調査いたしまし

た。 

 

 

 

 

 

  トピックス  . 

≪α世代ファミリーのライフスタイル≫ 

■α世代の子どもが YouTubeを見始めたのは、平均 3.9歳 

■子ども専用のスマートフォン・タブレット端末を持っている 45.1％ 

■LINEを利用している子どもは 35％以上、SNSを利用している子どもは 15％以上 

■α世代の習い事 1位「水泳」、2位「英語・英会話」、3位「学習塾」 

 

≪α世代ファミリーが求める住まい≫ 

■重視した設備は、キッチン編「食器洗い乾燥機」、お風呂編「追焚き機能」がトップ 

■立地・エリアで重視したポイントは、「治安が良い」36.4％ 

 

≪α世代ファミリーの住まい探し≫ 

■大変だったこと・困ったこと 「物件の価格が適正なのかが分からない」がトップ 

■不動産会社にしてもらってうれしかったこと・よかったこと１位 「かかる費用について丁寧に説明してくれた」 

 

α世代とは… 

2010 年から 2024 年頃までに生まれる世代のことで、Z 世代の次に続く世代とされています。生まれた時から動画コンテン

ツが主流で、小さい頃から自分のスマートフォンを持ち、授業でタブレットを使いこなすなど、いわゆるデジタルネイティブの

世代です。本調査では、12歳以下の子どもがいる世帯をα世代ファミリーと定義しています。 
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  調査結果  .  

≪α世代ファミリーのライフスタイル≫ 

■α世代の子どもが YouTubeを見始めたのは、平均 3.9歳 

スマートフォンやタブレットなどで YouTubeを見ている子どもは、約 7割でした。また、YouTubeを見始めた年齢を

聞いたところ、平均 3.9歳でした。0歳から YouTubeを見ている子どもも一定数いるなど、早くから YouTubeに触れて

いる子どもが多い様子がうかがえました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■子ども専用のスマートフォン・タブレット端末を持っている 45.1％ 

子ども専用のスマートフォンやタブレット端末を持っている 7～12歳（小学生）の子どもは、45.1％でした。また、子ど

も専用のスマートフォン・タブレットデビューは、平均 8.2歳でした。小学校低学年の頃には専用のスマートフォン・タブ

レット端末を持っている子どもが多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■LINEを利用している子どもは 35％以上 

スマートフォン・タブレット端末で LINEを利用している 7～12歳（小学生）の子どもは、36.3％でした。LINEデビューの

年齢は平均 8.9歳と、デジタルネイティブと言われるα世代の子どもたちは、小学校低学年から LINEを使いこなしてい

るようです。 
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■SNSを利用している子どもは 15％以上 

スマートフォン・タブレット端末で SNSを利用している 7～12歳（小学生）の子どもは 16.5％でした。SNSを利用して

いる子どもは 2割に届かなかったものの、SNSデビューの年齢は平均 9.0歳と、小学校低学年から利用しているようで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■α世代の習い事 1位「水泳」、2位「英語・英会話」、3位「学習塾」 

α世代の子どもたちがしている習い事を聞いたところ、「水泳」がトップでした。次いで、「英語・英会話」「学習塾」と続

きました。2012年より中学校体育で必修化、小学校の学習指導要領にも組み込まれている「ダンス」も 6位にランクイ

ンしています。また、習い事の数は平均 1.7個、習い事にかけている費用は月平均 1.8万円でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

α世代の親に聞きました！ 

自身が子どもだった頃と比べて、子育て中に驚いたことや違いを感じたことはありますか？（自由回答） 

 

・小学校低学年からスマートフォンを所持しており、オンラインでのつながりが多い。 

・学校に GPSを持って行く。黒板ではなくプロジェクターを使って授業をする。 

・待合せを LINEなどで行う。 

・子どもとおままごとをしていたら、支払いが QR コード決済だった。 

・徒競走に順位をつけない。 

・3歳くらいの小さな子どもも習い事をしている。 

・父親が積極的に幼稚園や学校の行事に参加している。 
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≪α世代ファミリーが求める住まい≫ 

■重視した設備は、キッチン編「食器洗い乾燥機」、お風呂編「追焚き機能」がトップ 

α世代ファミリーに現在の住まいを探した際に重視したポイントを聞いたところ、キッチンでは「食器洗い乾燥機」、お

風呂では「追焚き機能」がそれぞれトップでした。お風呂では、そのほかにも「浴室乾燥機」「浴室暖房機」が上位にラン

クインしており、水回りでは設備の充実さを求めている人が多いようです。 
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■立地・エリアで重視したポイントは、「治安が良い」36.4％ 

α世代ファミリーが立地・エリアで重視したポイントでは、11項目が 20％を超え、さまざまな観点から周辺環境を

チェックしていることが分かりました。中でも、「治安が良い」がトップで、次いで「小学校・中学校が近い」「スーパーマー

ケットが近い」と続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪α世代ファミリーの住まい探し≫ 

■大変だったこと・困ったこと 「物件の価格が適正なのかが分からない」がトップ 

住まい探しで大変だったこと・困ったことをα世代ファミリーに聞いたところ、「物件の価格が適正なのかが分からな

い」がトップでした。そのほか、「予算に合う物件が見つからない」「希望エリアに物件が見つからない」「希望条件に合

致する物件が見つからない」が上位にランクインしており、希望する予算や立地、条件に合う物件がなかなか見つから

ない様子がうかがえました。 
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■不動産会社にしてもらってうれしかったこと・よかったこと１位 「かかる費用について丁寧に説明してくれた」 

住まい探しの際、不動産会社にしてもらってうれしかったこと・よかったことは「かかる費用について丁寧に説明してく

れた」が約 3割でトップでした。次いで、「問合せに対するレスポンスが早かった」がランクインしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査概要 . 

■調査対象／12歳以下の子どもを持ち、第一子が生まれてから購入物件（マンション・一戸建て）に引っ越した男女

737名 

 

 

 

 

 

 

■調査方法／インターネットによるアンケート調査 

■調査期間／2024年 2月 9日～2月 13日 

 

※小数第 2位を四捨五入しているため、合計 100％にならない場合があります。 

※設問に対する選択項目は、全体平均の降順に並べています。 

※子どもが複数いる場合は、第一子を想定して回答。 

※QR コードは株式会社デンソーウェーブの商標登録です。 

 

＜調査結果について＞ 

アットホームでは本調査をはじめ、賃貸物件に住む人や一戸建て・マンションを購入した人などに住まいに関する調

査を定期的に行っています。この他に「Z世代の住まい観」や住まいを探す上でどこまで妥協できるかを聞いた「妥協

ライン」、「住まい探しで見落としがちな物件情報ランキング」など不動産業界のトレンドに合わせた調査も実施してい

ます。過去の調査結果など詳細につきましては、ぜひお問い合わせください。 

 

＜調査に関するお問合せ＞ 

アットホーム株式会社 広報・調査担当 佐々木・西嶋・三留 

TEL：03-3580-7504 ／ E-mail：contact@athome.co.jp 

 

mailto:contact@athome.co.jp
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会社概要 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関する報道関係者さまからのお問合せ先】 

アットホーム株式会社 PR事務局 担当：田中・山元 

TEL：03-5413-2411  E-mail：athome@bil.jp 

 

 【リリース内容に関するお問合せ先】 

アットホーム株式会社 マーケティングコミュニケーション部 広報担当：佐々木・西嶋・三留 

TEL：03-3580-7504  E-mail：contact@athome.co.jp 

 

■会社名       ：アットホーム株式会社 

■創業         ：1967年 12月 

■資本金       ：1億円 

■年商         ：311億 7100万円（2022年 6月～2023年 5月） 

■従業員数     ：1,714名（2024年 3月末現在） 

■代表者名     ：代表取締役社長 鶴森 康史 

■本社所在地   ：東京都大田区西六郷 4-34-12 

■事業内容     ：●不動産会社間情報流通サービス 

・ファクトシート･リスティング･サービス（図面配布サービス） 

・ATBB（不動産業務総合支援サイト） 

・官公庁等の物件情報提供サービス 

●消費者向け不動産情報サービス 

・「不動産情報サイト アットホーム」 

・「お部屋探しアプリ アットホームであった！」など 

●不動産業務支援サービス 

・ 「ホームページ作成ツール」など、ホームページ運営支援 

・ 「不動産データプロ」「地盤情報レポート」など、不動産調査支援 

・ 「VR内見・パノラマ」「おすすめコメント」など、集客支援 

・ 「賃貸管理システム」「スマート申込」「スマート物確」など、業務支援 

・ 「セミナー・研修会」など、知識習得支援 

・ 集客、店舗・物件プロモーションツールなど、不動産業務用ツール 

 

■加盟・利用不動産店数 ：61,128店（2024年 4月 1日現在） 

■会社案内         ：https://athome-inc.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


